故障かな？とおった 
とまは 


本装置の運用および保守について説明します。 


日常の保守(一144ページ） . 装置を日常使う上で磕認しなければならない点や 

クリーニングの方法について説明します。 

障害時の対処(^147ぺージ） . 故障かな？と思ったときに参照してください。卜 

ラブルの原因の磕認方法やその対処方法について 
説明しています。また、ソフトウェアを再インス 
I -ールする手順についても説明しています。 

移動と保管(->161ページ） . 本体を移動-保管する際の手順やを意事項につい 

て説明します。 

ユーザーサポート（一162ページ） . 本装置に関するさまざまなサービスについて説明 

します。サービスは NEC および NEC が認定した 
保守サービス会社から提供されるものです。ぜひ 
ご利用ください。 


143 









日常の巧守 

本装置を常にベストな状態でお使いになるために、ここで説明する磕認や保守をを期的に行ってくださ 
い。万一、異常が見られた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を依頼してください。 


アラートの確認 


システムの運用中は、 ESMPRO で障害状況を監視してください。 

管理コンピユータ上の ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「にアラートが通報されていないか、常にを 
意するようムがけてください。£31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「の「統合ビユーア」、「データ 
ビューア」、「アラートビユーア」でアラートが通報されていないかチェックしてください。 


ESMPR 日でチェックする画面 




アラー トビ ユーア 


面， H を摩陌 

が織れ 日が日—她 r づ:ザストレザゎィ|けな!* 


—厮广昭■厮ム; 


7■— タヒューソノ 


ステータスランプの確認 


本体の電源を ON にした後、およびシャットダウンをして電源を OFF じする前に、本体前面 
にあるランプや、 3.5 インチデバイスベイに搭載している八ードディスクのランプの表示を 
確1忍、してください。ランプの機能と表示の内容については9ページをご覧ください。万一、 
装置の異常を示す表示が磕認された場合は、保守サービス会社に連絡して保守を依頼してく 
ださい。 
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ク IJ — ニング 


本装置を良い状態に保つためにを期的にクリーニングしてください。 






(1)0 

處 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死こする、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは 、 iii 
ページ似降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


本体のクリーニング 

本体の外観のミちれは、柔らかい布で空ぶきしてください。ミちれが落ちにくいときは、次のよ 
うな方まできれいになります。 

M-O • シンナ ー 、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質のいたみや変色の 
信事3 原因になります。 

• コンセント、ケーブル、本体背面のコネクタ、本体内部は絶対に水などでめ5さないで 
<ださい。 

1. 本体の電源が OFF ( POWER ランプ消の）になっていることを確認する。 

2. 本体の電源コードをコンセントか6抜く。 

3. 電源コードの電源プラグ部分についているほこりを乾いた布でふき取る。 

4. 中性洗剤をめるま湯または水で薄めて柔6かい巧を浸し、よく殺る。 

己. 本体のミちれた部分を手順4の巧で少し強めじこすってミちれを取る。 

巨. 真水でめ6してよく級った布でもう一度ふく。 

7. 乾いた布で空ぶきする。 

8. 乾いた布で装置背面じあるファンの排気□に付着しているほこりをふき取る。 


故障かな？と思つたときは 


14己 












CD-ROM のクリーニング 


CD - ROM にほこりがついていたり、トレーにほこりがたまっていたりするとデータを正しく 
読み取れません。次の手順に従って定期的にトレー、 CD - ROM のクリーニングを行います。 


1 . 本体の電源が ON ( POWER ランプ点の）(こなっていることを確認する。 

2. CD - ROM ドライブのトレーをイジェクトする。 


3. CD - ROM を軽く持ちなが6トレーか6取り化す。 

I vrOira 

I CD-ROM の信号面に手び触れないようま意してください。 

4. トレー上のほこりを乾いた柔6かい布でふき取る。 

CD-ROM ドライブのレンズをク ij— ニングしないでください。レンズび傷ついて誤動作の原因 
となりまず。 

5. オープン/ク□ーズボタンを押して（またはトレーを軽く押して）トレーを CD - ROM ドライブ(こ戻 
す。 


6 . CD - ROM の信号面を乾いた柔6かい巧でふく。 


w-oira 


CD-ROM は、中/こ、か5が側に向けてふいてください。クリーナ 
をお使いになるときは、 CD-ROM 専用のクリーナであることを 
お確かめください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベンジ 
ン、シンナーを使用すると、ディスクの内容び読めなくなった 
り、本体にそのディスクをセットした結果、故障したりするおそ 
れびあります。 











障害時の対処 


r 故障かな？」と思ったときは、ここで説明する内容について磕認してください。該当することがらがある 
場合は、説明に従って正しく対処してください。 


障害箇所の切り分け 


万一、障害が発生した場合は、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「を使つて障害の発生箇所を磕認 
し、障害が八ードウエアによるものかソフトウエアによるものかを判断します。 

障害発生個所や内容の磕認ができたら、故障した部品の巧換やシステム復旧などの処置を行 
います。 


障害が八ードウエア要因によるちのかソフトウエア要因じよるちのかを判断するには、 
ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「が便利です。 



.卿.. BIOS 口-化が—リンゲ】り,-) J 

WHWII® 卜 山 W し ： 又け .1 "V II -巧 

mm- ~ ^ 
1 

已 1小1 召 傾1 匈电 1に お时口！ '• ... 1 

童ぃ乂1キトめ。 OJnifiKi)1. 

边 KM かか (UnifiW， 

曰 W 1/0テ'',けス 

けだな椒 i. ちなし。 

Liibr 


B 置;;！ L … S •… 


，- 

4口'«哀モすなコ3わ]窗んて巧み k 

岡广お■瞬 ふ 


本体の障害発生箇所、および 
障害内容を確認 


故障かな？と思つたときは 
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装置が思うように動作しない場合は修理に化す前に次のチェックリストの内容に従って 
チェックしてください。リストにある症状に当てはまる項目があるときは、その後の磕認、 
処理に従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は、ディスプレイ装置の画面に表示されたメッセージを記録 
してから、保守サービス会社に連絡してください。 


装置本体について〜導入時の問題〜 

( D 初期電源投入時に連続的なビープ音び鳴り続ける 

n 本装置の IP アドレスを誤って設をした可能性があります。重複していないかなど再 
磕認を行ってください。5在認が完了しましたら、 Network Attached Storage CD- 
ROM を使って、再インストールを行ってください。また、初期設定ツールで正し 
い内容を設定し、再作成した sysprep.inf を使って本装置を再起動してください。 
それでも動作していない場合は保守員に連絡してください。 


装置本体について〜運用時の問題〜 

® 起動でさない 

n 本装置の環境(フ□、ソピーディスクドライブ/ CD-ROM ドライブの接続やネツトワー 
クケーブルの接続など)を磕認してください。 

n フ□、ソピーディスクドライブにアクセスした後、起動しない場合、ブートデバイス 
順が変ってしまっていることがあります。137ページを参照して、設をを磕認して 
ください。 

n CD-ROM ドライブに保守-管理ツール CD-ROM をセツトしている場合は、 CD- 
ROM から起動しています。 CD-ROM を取り化して再起動してください。 

n いったん、保守-管理ツール CD-ROM をセツトして本装置を起動してください。保 
守.管理ツール CD-ROM から起動することにより、内部設をがデフォルト値に戻り 
ます（通常の運用には支障ありません)。それでも起動できない場合は、本体のマ 
ザーボード上じある CMOS の内容をクリアしてください。クリアは次の手順で行い 
ます。 
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®(S) 

AA 

處 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死じする、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウム電池を取りがさない 

• プラグを巧かずに取り扱わない 


A ミち意 

A 0 

A 爪 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。 
詳しくは、 iii ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 中途半端に取り付けない 

• 落下ま意 

• 装置を引き出したが態にしない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 

• ラックび不ま定な状態でデバイスをラックか5引を出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 



n-O 本体内部の部品は大変静電気に弱い電子部品です。ヴーノの金属フレーム部分な 
巨^ どに触れて身体の静電気を逃びしてか5取り扱ってください。内部の部品や部品 

の端子部分を素手で触5ないでください。静電気に関する説蝴ま127ぺージで詳 
しく説明しています。 

1. 日章を参照して準備をする。 

2 . コンフィグレーションジャンパスイ、ソチ（ピン1 1-12)( こがいているクリップをピン1-2(こ 
取りがける（次ページの図を参照)。 

w-Ol^ 

• クリップをなくさないようま意してください。 

• ピン 1-2 およびピン1 1-12 似がのピンにクリップを取り付けないでください。 


故障かな？と思つたときは 
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ピン 11-12 にある 
クリップを使う 


CMOS の内容の保護/ 
クリア用ピン 


3. 本体を元どおりに組み立てて POWER スイ、ソチを押す。 

4. POST を終了した6、電源を OFR こする。 

5. ジャンパスイッチの設定を元(こ戻した後、もう一度電源を ON にしたあと、日章を参照して 
目 IOS 設定を変更する。 


• L 回 

クリップをなくさないために 
も使用後はジャンパピン 11- 
12に差し込んでおいてくだ 
さい。 



それでも起動できない場合は、ソフトウェアを再インストールしてください。再イ 
ンストールの手順についてはこの後の説明を参照してください。 

ブラウザび WebUI を見つけることびできない 

□ 正しい URL は、 「 http :// x . x . x . x : 8099/」です。 「 x . x . x . x 」 は本装置の IP アドレスで 
す。 


n URL ウィンドウで h 打 P:// を指をしていることを磕認してください。 http :// を付け 
ずにアプリケーシヨンのアドレスを入力すると、動作しません。 


WebUI び正しく動作しない 


n 正しい Web ブラウザを使用していますか？サポートしている Web ブラウザは、 
Internet explorer 5.5 JU 降です。それ外のバージョンおよび Netscape はサポー 
卜していないので、正しく動作しません。 








































































③ ブラウザアプリケーションか s 設定した変更内容に更新されていない 

n 設定を変更したら、 [0 K ] ボタンをクリックして、変更を有効にしてください。 

® 本体の電源が自動的に OFF になった 

n 装置の温度が高<なりすぎた可能性があります。通気が®げられていないか確認 
し、装置の温度が下がってから再起動してください。それでも電源が OFR こなる場 
合は、保守員に連絡してください。 

® Web び遅い 

n ネットワーク上に負荷がかかって、通信が非常に遅くなっている可能性がありま 
す。 ESMPRO/ServerAgent のネットワーク監視でネットワークの状況を磕認して 
ください。 


保守-管理ツールについて 

( D 保守-管理ツール CD - ROM か5本装置を起動できない 

n POST を実行中に保守•管理ツール CD - ROM をセットし、再起動しないとエラー 
メ、ソ セージが表示されたり、 0 S が起動したりします。 

保守-管理ツールを実行中、何らかの障害が発生 
すると、ちのようなメッセージが表示されます。 

エラーコー ドを記録して保守サービス会社に連絡 
してください。 

エラーコードと意□ホは次のとおりです。 


エラーコード 

原因と処理方法 

MC 

保守-管理ツールの対象マシンではありません。対象マシンで実行し 
てください。 

NV 

不揮発性メモリ （NvRAM) にアクセスできません。 


この他にもシステム診断を実行したときに障害を横化するとエラーメッセージが表 
示されます。表示されたメッセージをメモまたはプリントアウトし、保守サービス 
会社までご連絡ください。 


® メインメニューが文字化けしている 

n コンソールのモードが実際のコンソールと異なっている可能性があります。く R > 
羊一を押してコンソールのモードを切り替えてみてください。 


エラーび 発生しました。 
エラーコード[ XX ] 
終了します。 


睡認 I 


故障かな？と思つたときは 
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「Install Menu 」 について 



Install Menu び表示されない 


n CD - ROM の Automn 機能は 、 Windows NT 4.0 tLt 、 および Windows 95 J :_ i 上で 
サポートされた機能です。それじ(前のバージョンでは自動的に起動しません。ごを 
意ください。 

n く Shift 〉 羊一を押しながら CD-ROM をセットしますと、 Automn 機能が羊ャンセル 
されます。 CD-ROM をセットするときは、 < Shif わ羊一を押さないでください。 

n システムのレジストリ設定や CD - ROM をセットするタイミングじよってはメニュー 
が起動しない場合があります。 CD - ROM の ¥ IMENU ¥1 ST . EXE をエクスプ□-ラ 
等から実行してください。 


オフライン保守ユーティリティ-システム診断について 

オフライン保守ユーティリティとシステム診断は保守員が使用するツールです。お客様は使 
用しないでください。万一、起動した場合は、速やかに終了させてください。設定を変更し 
たり、ツールのメニューを起動したりすると誤動作するおそれがあります。 


その他のアプリケーションについて 

それぞれのページを参照してください。 

• ESMPRO / ServerAgent : 

• ESMPRO / ServerManager : 


82ページ 
92ページ 


MWA(Management Workstation Application ): MWA の操作やパラメータの機能に 
ついては、110ページまたは r 保守-管理ツール CD - ROM 」 内の W 下のパスに格納されて 
いる 「 MWA ファーストステップガイド」を参照してください。 

CD-ROM ドライブ: ¥ mwa ¥ mwa _ fsg.pdf 


機能と操作方法に関する詳細な説明については、 MWA のオンラインヘルプを参照してく 
ださい。 







アの再インストール 


ソフトウエアの再インス I -ールは]: i 下の手順で行います。 

• 再インス!-ールのための準備 
• 内蔵のハードディスクのイニシャライズ 
•「Network Attached Storage CD - ROM 」 を用いたインストール 
• 本体の起動 
• 確認と設を 


再インス I -ールのための準備 

オプションボードなどを増設し、工場化荷時の状態から変更されている場合は、工場化荷時 
の状態に戻してください。 


内蔵の八ードディスクのイニシャライズ 

ソフトウエアの再インストールを行う前に、内蔵の八ードディスクのイニシャライズが必要 
です。内蔵の八ードディスクのイニシャライズは、 「 MWA 」 をインス!-ールした管理コン 
ピュータから 「 FD に K 」 を使って行います。 t (下に手順を示します。 MWA については、3章の 
rStorageServer Lite アプ U ケーシヨン」の 「MWA 〜 ManagementWorkstation Application 
〜」を参照してください。また、 「 FD に K 」 の起謝が保守•管理ツール CD - ROM 」 じて行いま 
す。 

1. MWA をインストールした管理コンピュータを起動し、 MWA を起動する。 

2. MWA を操作して、サーバに接続する。 

3. 本体の電源を ON (こして、添がの「保守•管理ツール CD - ROM 」 を本体の CD - ROM ドライブ(こセッ 
卜する。 

IチェックI 

起動中に [Pressing " R " key changes into local console mode .] と画面(こ表示されますが、こ 
のメッセージは無視してください。 

4. ちの画面が表示された6、 [ FDISK の起 
動]を選択する。（ここでも < R > キーは押 
さないでください。） 

[FDISK Options ] ダイア□グボックスが 
表示されます。 


けボートディスクの作成 
甚種己！ OS / FW のアシブデート 
こ’ステムマネージメント機合 g 
つート監巧の設定： 

FD I SK のお動 
、ルブ 


矢巧キーで反 ( ミを巧目に合わせて、リターンキーを巧してください。 


Pressing R’ key changes into local console mode. 


故障かな？と思つたときは 
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己. [3. Delete partition or Logical DOS 
Drive] を選択し、 <Enter> キーを押す。 



6 . [4. Delete Non-DOS Partition] を選択 
し、 <Enter>+ —を押す。 



/. [What Non-DOS Partition do you want 
to delete..?] と表示されるので、そのま 
ま <Enter> キーを押す。 



154 































8 . [Do you wish to continue (Y/N)] と表 
示された 6<Y> キーを押して、 <Enter> 
キーを押す。 

9. <Esc> キーを押して [FDISK Options] ダ 
イア□グボックスじ戻る。 

手順4〜7を繰り返して、すべての作業領 
域を削除してください。 

他の八ードディスクも同じ手順で削除し 
て<ださい。なお、装置番号を変更する 
場合は、 [FD に K Options] ダイア□グ 
ホ、ソクスの[己. Change current rixed 
disk drive] を選択してください。 

10. すべての領域を削除した後、 <Esc> キー 
を押して、 [FDISK Options] を終了す 

它 ) 〇 


•L 回 


[FDISK Options ] ダイアログボックス 
で [4. Display partition information] を 
還択すると、領域情報を表示できま 
す。 


1. ちの画面が表示された6、何かキーを押 
して終了する。 


苗ファイル表示ツールテ、'-タウィン巧_ VIT 

な I お"山が^1 •11 


12. 「保守•管理ツール CD-ROM」 を取り化す。 

13. 本体の電源を OFF (こする。 


System will now restart 

Insert DOS system diskette in drive A: 
Press any key when ready ... 


Delete Non-DOS Pari it ion 
Current fixed disk drive：1 

Part it ion Status Type Volume Label Mbytes System Usage 

1 A Non-DOS 4095 引!!! 

2 Non-DOS 1028 13% 

3 Non-DOS 引 17 64% 

4 Non-DOS 518 8% 

Total disk space is 8025 Mbytes (1 Mbyte = 1048576 bytes) 

in the deleted Non-DOS Part け ion will be lost. 

What Non-DOS partition do you want to delete..?[1] 


Do you wish to continue (Y/N).? [Y] 

Press Esc to return to FDISK Options 


过过 

遺 


故障かな？と思つたときは 


謂 
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「Network Attached Storage CD - ROMJ を用いたインストール 

再インストールには、添がの 「Network Attached Storage CD - ROM 」 を使います。 

1 . 本体のフ□、ソピーディスクドライブか6フ□、ソピーディスクを取り化す。 

2. 2章の 「 BIOS 設定のを意点」を参照し、ブートデバイスを下の順番(こ設定する。 

1•に D-ROM Drive ] 

2. [Hard Drive ] 

3. [Removable Drive ] 

4. [ lntel ( R ) 目〇饥 Agent Version 4.0 .17] 

3 . 本体の電源を ON にして、添付の 「Network Attached Storage CD - ROM 」 を本体の CD - ROM ドラ 
イブにセットする。 

CD - ROM か6自動的に起動して 、 Network Attached Storage ソフトウエアがインストールされ 
ます。インストールを正常に終了すると断続的なパターンでビープ音が鳴ります。異常終了した 
時は連続的にビープ音が鳴ります。 

4. CD - ROM ドライブか 6 CD - R 0 M を取り化す。 

5 . 本体の電源を OFR こする。 

POWER ランプが消のしたことを確認してください。2〜3分しても POWER ランプが消のしない 
場合は、強制電源 OFF ( POWER スイ、ソチを4秒ほど押し続ける）をしてください離制電源 OFR こ 
ついては1章の r 本製品について」の r 強制電源 OFF 」 を参照してください）。 


本体の起動 

これで再インス!-ールは完了です。再度、本体の電源を ON にする前に、本体のフ□、ソピー 
ディスクドライブに設定ディスクをセットしてください。2章の r システムのセットアップ」 
を参照してください。 



確認と設定 

ソフトウェアの再インストール後、初回起動が完了（断続的なビープ音がなる）したら、じ(下 
の手順に従ってください。本装置への接続は1章の r 本製品について」の r 基本的な操作」の「本 
装置への接続」を参照してください。 


本装置への□グオン 

クライアントマシンより WebUI じて本装 
置に接続し、 WebUI のメインメニューバー 
の[メンテナンス]とサブメニューバーの 
[ターミナルサービスアドバンスドクライ 
アント]を選択し、ターミナルサービスク 
ライアントを起動する。 
administrator 権限を持ったユーザーさ)を用 
いて本装置ヘリモート□グオンします。 


デバイスマネージャでの 確認〜 DVD / CD - ROM ドライバの更新〜 

に omputerManagement ] の [デバイスマネージャ] で、 [ DVD / CD-ROM drivers ] を 磕認し 
ます。0と表示されている場合はドライバを更新します。じ(下の手順で行います。 

1 . に omputerManagement ] か6 [デ バイ スマネージャ] を選択する。 

2. に VD / CD-ROM drivers ] を確認し、0と表示されているところがある場合は、 （ J ) を選択後、ち 
クリックか6プ□パティを開く。 

3. [ドライバ]タブにクリックし、[ドライバの更新]ボタンをクリックする。 

「デバイスドライバのアップグレードウィザード」が起動します。 

4. [次へ]ボタンをクリックする。 

[八ードウェアデバイスドライバのインストール]ダイア□グボックスが表示されます。 

己.[デバイス(こ最適なドライバをお索する雕奨)]を選択し、[次へ]ボタンをクリックする。 
[ドライバファイルの特定]ダイア□グボックスが表示されます。 

6. [場所を指定]のみをチェックし、[次へ]ボタンをクリックする。 

[デバイスドライバのアップグレードウイザード]ダイア□グボックスが表示されます。 

7. [製造元のファイルの〕ピー元]じ rC :\ WINNT \ SYSTEM 32 」を指走し、 [0 K ] ボタンをクリックす 
る。 

[ドライバファイルの横索]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

8. [次へ]ボタンをクリックする。 

[デバイスドライノ\のアップグレードウィザードの完了]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

9. [完了]ボタンをクリックする。 

10. プ□パティダイア□グボックスを閉じる。 



故障かな？と思つたときは 
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デバイスマネージャでの確認〜不明なデバイスドライバの更新〜 

に omputerManagement ] の [デバイス マネー ジャ] で、に ystem Devices ] を磕認します。 
r 不明なデバイス」と表示されているところがある場合は、ドライバの更新をじ(下の手順で行 
います。 

1 . [スタート]-[プ□グラム ]- [Administrative Tools ]- に omputer Management ] を起動して、 
[デバイスマネージャ]を選択する。 

2. に ystem Devices ] を確認し、「不明なデバイス」と表示されているところがある場合は、[不明 
なデバイス]を選択後、ちクリックか6プ□パティを開く。 

3. [ドライバ]タブにクリックし、[ドライバの更新]ボタンをクリックする。 

「新しい八ードウエアのお出ウィザード」が起動します。 

4. [次へ]ボタンをクリックする。 

5. [このデバイスの既知のドライバを表示して、その一覧か6選択する]を選択し、[次へ]ボタンを 
クリ、ソクする。 

巨 . [NEC Baseboard Management Controller ] を選択し、[次へ]ボタンをクリ、ソクする。 

[次の八ードウエアデバイスのドライバーをインストールします]ダイア□グボックスが表示され 
ます。 

7. [NEC Baseboard Management Controller ] を指定し、じ欠へ]ボタンをクリ、ソクする。 

「 Windows 2000 DriverSet v 1.00 上のファイル' necras . sys ' が必要です」というメッセージが表示 
されます。 

8 . [参照]ボタンをクリックして、 rc ：¥ WINNT ¥\ System 32¥\ drivers 」を指定してか 6[0 K ] ボタ 
ンをクリ 、ソク する。 

[新しい八ードウエアのお出ウィザードの完了]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

9. [完了]ボタンをクリックする。 


10. プ□パティダイア□グボックスを閉じる。 




ディスク管理での確認〜ドライブレターの変更〜 

に omputer Management ] の[ディスク管型でドライブ文字を確認し、下図と比較して異 
なっている場合のみ、ドライブ文字を変更します。 

に omputer Management ] の[ディスク管理]を選択します。そして、 CD - ROM やをディス 
クのボリュームじ設定されているドライブレターが W 下の図の設定になっていることを磕認 
してください。異なっている場合は、次の画面の設ちとなるように変更してください。 



W 上で完了です。に ompu お「 Management ] を終了し、本装置を再起動してください。 


故障かな？と思つたときは 
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OS のミラーりング機能の設定手順 


WebUI の夕ーミナルサービスクライアント（夕ーミナルサービス Advanced Client ) じて本 
装置に接続した後、 W 下の手順でソフトミラーの設定を行います。 

1. [スタート]一[設定]一[コント□—ルパネル] 一 [AdministrativeT ools ] 一 
に omputerManagement ] か6、「記憶域」の下の「ディスクの管理」をクリ、ソクする。 

2 . ディスク1が「〇不明」の状態(こなっている場合、ちクリックして[署を]をクリックする。 

3. 署をするディスク(ディスク 1) を選んで [0 K ] をクリ、ソクする。 

「〇不明」が r ベーシック」(こ変わります。 

4. ディスク0でちクリックして、[ダイナミックディスクにアップグレー鬥をクリックする。 

5. 「次のベーシックディスクをアップグレードします」で、ディスク1もチェックして [0 K ] をクリッ 
クする。 

P ディスク0 ( すでにチェックされている） 

广ディスク1 

アップグレードするディスクの一覧が表示されます。 

巨.[アップグレード]をクリックする。 

「アップグレードしますか？」と確認されます。 

7. [はい]をクリックする。 

「マウント解除します。続行しますか？」と確認されます。 

8 . [はい]をクリックする。 

システムの再起動が開始されます。 WebUI は残りますが、ターミナルサービスのウィンドウがな 
<なります。 

9. 起動後、 WebUI のターミナルサービスクライアントにて本装置に接続する。 

起動の確認(こは Ping コマンドなどを使用してください。 

10. [スタート]一[設定]一[コント□—ルパネル] 一 [AdministrativeT ools ] 一 
に omputerManagement ] か6、「記憶域」の下の「ディスクの管理」をクリ、ソクする。 

11 . 「ディスクの管理」にて、 C : でちクリックして、[ミラーの追力 □] をクリックする。 

12. ディスク1をクリ、ソクして[ミラーの追力 □] をクリ、ソクする。 

(じ)のためじ、ミラー領域として使用するディスクに選択されます。 

これでブートボリュームをミラーしました。ミラーディスクか6起動できるようにするには 
boot . ini ファイルにエントリを追加します。 [0 K ] をクリックすると、ミラーリングが開始されま 
す。 

13. ディスク0の残りのボリューム(こ関しても手順11、12と同様の手順でミラーを行う。 
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移動と保管 


本体を移動-保管するときは次の手順に従ってください。 


A0 





0 

瓜爪 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死じする、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii 
ページ拟降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウム電池を取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


A ミち意 


装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 中途半端に取り付けない 

• 落下ま意 

• 装置を引き出したが態にしない 
• カバーをがしたまま取り付けない 
• 指を挟まない 
• 高温ま意 

• ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 
• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 


1-0 • フ□アのレイアウト変更など大掛かりな作業の場台はお買い上げの販売店または保守 

謂 ヴービス会社に連絡してください。 

• 本装置には八ードディスクび内蔵されています。八ードディスクに衝撃を与えないよう 
にま意して移動させてください。 

1. フ□、ソピーディスク、 CD - ROM をセットしている場合は本体か6取り化す。 

2 . 本体の電源を OFF ( POWER ランプ消好）にする。 

3. 本体の電源コードをコンセントか6抜く。 

4. 本体に接続しているケーブルをすべて取り外す。 

己. ラックに搭載している場合は、35〜36ページを参照して本体をラックか6取り化す。 

6 . 本体(こ傷がついたり、衝撃や振動を受けたりしないようしっかりと捆包する。 


故障かな？と思つたときは 
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ユーザーヴポート 

アフターサービスを お受けになる前に、保証および サービスの 内容について磕認してください。 


巧証にごいて 


本装置には『保証書』が添付されています。『保証書』は販売店で巧を事項を記入してお渡しし 
ますので、記載内容を磕認のうえ、大切に保管してください。保証期間中に故障が発生した 
場合は、『保証書』の記載内容じちとづき無償修理いたします。詳し<は『保証書』およびこの 
後の r 保守サービスについて」をご覧ください。 

保証期間後の修理についてはお買い求めの販売店、最寄りの NEC または保守サービス会社に 
連絡してください。 

M-O • NEC 製外(サードパーティ）の製品、または NEC び認定していない装置やインタ 
フエースケーブルを使用したために起きた本装置の故障については、その責任を負いか 
ねますのでご了承ください。 

• 本体背面こ、製品の形式、 SERIAL No. (製造番号)、定格、製造業者名、製造国び明記 
された銘板び貼ってあります。販売店にお問い台わせずる際にこの内容をお伝えくださ 
し、。また銘板の製造番号と保証書の保証番号び一致していませんと、装置び保証期間内 
に故障した場合でも、保証を受け5れないことがありまずのでご確認ください。万一違 
う場台は、販売店にご連絡ください。 


修理に出される前に 


r 故障かな？」と思ったら、 t (下の手順を行ってください。 

① 電源コードおよび他の装置と接続しているケーブルが正しく接続されていることを磕認 
します。 

② 「障害時の対処（147ページ)」を参照してください。該当するを状があれば記載されてい 
る処理を行ってください。 

W 上の処理を行ってちなお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い求めの販売店、最 
寄りの NEC または保守サービス会社じご連絡ください。その際にサーバのランプの表示や管 
理ソフトウエアからのアラートメ、ソセージやイベント□グなどもご確認ください。故障時の 
ランプ表示やエラーメッセージは修理の際の有用な情報となることがあります。保守サービ 
ス会社の連絡先については、付録 Br 保守サービス会社網一覧」をご覧ください。 

なお、保証期闇中の修理は必ず保証書を添えてお申し込み<ださい。 

I M-O この製品は日本国内仕様のため、 NEC の海が拠点で修理することはでをません。ご了承く 
BP^ ださい。 
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修理に出される時は 


修理に化される時は次のものを用意してください。 
n 保証書 

n 障害情報、または障害が起きたときの状況のメモ 
□ 本体の記録 


補修用部品について 


本装置の補修用部品の最低保有期間は、製造巧ち切り後7年です。 


巧巧ヴービスにごいて 


保守サービスは NEC の保守サービス会社、および NEC が認定した保守サービス会社によって 
のみ実施されますので、純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてもご安ムの上、 
ご都合に合わせてご利用いただけます。 

なお、お客様が保守サービスをお受けになる際のご相談は、弊社営業担当または代理店で 
承っておりますのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類用意してお 
ります。 

保守ヴービスメニュ_ 


契約保守サービス 

お客様のご要求じより優先的(こ技術者を派遣し、修理にあたります。この 
保守方式は、装置(こ応じた一定料金で保守サービスを実施させていただ< 
もので、お客様との間(こ維持保守契約を結ばせていただきます。 

さまざまな保守サービスを用意しています。詳し<はこの後の説明をご覧 
ください。 

未契約修理 

お客様のご要求(こより、技術者を派遣し、修理にあたります。保守または 
修理料金はその都度精算する方まで、作業の内容(こよって異なります。 


NEC では、お客様に合わせてじ(下の契約保守サービスを用意しております。 


サービスを受ける為には事前の契約び必要です。 

サービス料金は契約する日数/時間帯により異なります。 


故障かな？と思つたときは 
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ノ v — ドウエア保守サービス 


維持保守サービス 

定期的な点橫により障害を予防します。（定期予防保守） 

また、万一障害発生時には保守技術者がすみやかに修復します。（緊急障害復旧） 

出張修理サービス 

障害発生時、保守技術者が化張して修理します。（緊急障害復旧） 

付帯設備保守サービス 

コンピュータだけでなく、空調設備、電源設備などの付帯設備について点橫•修理をします 
す。 


ソフトウェア保守サービス 


PP (プ□グラム-プ□ダクト)保守サービス 

NEC が納入する一部他社製品のライセンス-ソフトウェアに対し、下記の作業を行います。 
(製品によっては保守サービスを提供できないものがあります。） 

• PP に関する電話 • FAX じよる間い合わせ対応 

• PP の更新情報-技術情報などの提供 

• PP の更新版の提供 


オプションサービス 

下記のオプションサービスちございますのでご利用<ださい。 

なお、オプションサービスは提供する NEC 販売店じより、名称、内容が異なる場合がござい 
ますので、お磕かめの上、ご用命ください。 W 下のサービスは NEC フィールディング株式会 
社が提供するものです。 


統括保守サービス 

他社が納入した他社製品* *を含むシステムの保守管理業務を代行し、障害発生時の障害切り 
分けを行うことにより、保守窓□の一本化を実現します。 

* 他社が納入した他社製品は、お客様と他社との間でその保守契約が必要です。 

• 保守に関するお客様窓□と保守全般の取りまとめ 
• 障害の切り分けと障害復旧フォ □- 
• 保守情報の取りまとめ 








マルチベンダ保守サービス 

マルチベンダ製品(本製品 + SI 仕入製品*)で構成されるクライアント-サーバ-システムに対 
し、下記の形態じよる修理を行います。 


維持保守形態 

定期予防保守と、障害発生機器の切り分け、緊急障害復旧を行います。 

出張保守形態 

障害発生機器の切り分け、緊急障害復旧を行いまず。 

引取り保守形態 

障害発生機器の切り分け、取かし、引取り、持帰り、調査、修理をし、完了後に取付け、動 
作確認、修理内容報告、引ミ度しを行います。 

頂り保守形態 

お客様が送付された故障品を修理し、完了後にご返送します。 


* SI 仕入製品とは ••• 

NEC が他社から仕入れ、責任をもってお客様に納入させていただく他社製品のことです。 


LAN マルチベン ダヴー ビス 

他社製品を含むマルチベンダで構ぶされる LAN 機器(ルータ- HU 巨•ブリッジなど)じつい 
て、障害原因の切り分けとお客様が選んだ保守方式による障害修復を行います。クライアン 
卜およびサーバは、本メニュー対象外です。 

NEC 製の LAN 機器は化張修理を行います。 

他社製品の LAN 機器についても、シングルウインドウでその障害修復（センドバック、予備 
機保守など、お客様が選んだ保守方式による）までをフォ□一します。 


クライアント構成監視サービス 

Windows NT / NetWare を使用したクライアント-サーバシステムにおけるクライアントの 
八ードウエア構成情報とインストール済みソフト情報をリモートで採集し、編集してお客様 
に報告します。 


LAN • ネットワーク監視ヴービス 

お客様が準備した LAN •ネットワーク監視装置を使用し、 INS 回線経由で監視します。サー 
ビス内容は、ネットワークノードの障害監視から、性能監視、構成監視まであります。サー 
ビス日時は、24時闇 • 365日まで9パターンから選択できます。監視の結果は、毎月報告書 
を発行します。修理は、八ードウエアの保守サービスで対応します。 


故障かな？と思つたときは 


16己 












情報ヴービスについて 


本製品に関するご質問-ご相談は 「NEC 58インフォメーションセンター」でお受けしてい 
ます。 

《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

NEC 曰8インフォメーションセンター TEL 03 -34 曰曰-曰800(代表） 

FAX . 03-34 曰 6-06 曰7 

受付時間/ AM 10:00〜 PM 5:00 月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 


インターネットでも情報を提供しています。 

http :// www . express . nec . co . jp / 

『58番街』：製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載！ 

http :// www . fielding . co . jp / 

NEC フイールフイールデイング株式会社ホームページ：メンテナンス、ソリューション、用 
品、施設工事などの情報をご紹介しています。 
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